
看護学研究科博士後期課程

（看護学研究科看護学専攻（D)）
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博士（看護学）

（修了要件）

備　考

保健衛生学関係（看護学関係）
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授業形態

（履修科目の登録の上限）

授業科目・単位

専
門
科
目

－

学位又は称号

合計（8科目）

本研究科に3年以上在籍し、所定の単位（16単位以上）を修得するとともに必要な研
究指導を受けた上で、博士論文の審査及び最終試験（口頭試問）に合格しなければ
ならない。
　

年次配置単位数

小計（1科目）

小計（1科目）

看護政策管理学特論

看護教育学特論

１学期の授業期間

看護専門職の役割と責務

卒業要件及び履修方法

（履修方法）

（1）特別研究Ⅱ6単位を必修科目として履修する。

プレFD特別演習
(大学教員としての基礎）

共
通
科
目

小計（6科目）

特別研究Ⅱ

学位又は学科の分野

　1年間に10単位とする。
１時限の授業時間

１学年の学期区分

（2）専門科目のうち、看護政策管理学特論、看護教育学特論、実践看護学特論の3
科目6単位を必修科目として履修する。

（3）(1)(2)以外の科目4単位を選択科目として履修する。

配当年次授業科目の名称
科目
区分

－

－
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別
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保健医療組織管理学特論

実践看護学特論

倫理学特別演習


